
高齢者等インフルエンザ予防接種説明書 
 

■対象者  

①接種当日、鶴ヶ島市に住民登録のある６５歳以上の方 

 （６５歳以上とは、６５歳の誕生日の前日から） 

②接種当日、鶴ヶ島市に住民登録のある６０歳以上６５歳未満の方で、一定の心臓、腎臓若し

くは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害を有する方で、おおむね

障害者手帳１級程度の方（事前に医療機関へご相談ください） 

 

■実施期間  

令和８年１０月１日（木）～令和９年１月３１日（日）（休診日を除く） 
 

■接種場所  

・鶴ヶ島市及び坂戸市内の指定された医療機関 

・鶴ヶ島市・坂戸市以外の県内の接種協力医療機関 

（鶴ヶ島市ホームページから確認するか裏面問合先にご連絡ください） 

 

■接種料金（個人負担金）    

なし （期間内１回のみ）※今年度から無償化します。 

 

■医療機関に持参するもの 

・運転免許証やマイナンバーカード（マイナ保険証）、資格確認書等の本人確認書類 

・インフルエンザ予防接種記録（お持ちの方のみ） 

・鶴ヶ島市・坂戸市以外の県内の接種協力医療機関で受ける方は予診票 

（事前に保健センターでお渡しする必要がありますので、お問い合わせください） 

・対象者②の方は、医師の診断書又は身体障害者手帳の写し 

 

■他のワクチンとの接種間隔 

他のワクチンとの接種間隔に制限はありません。同時接種については、特に医師が必要と認

めた場合に可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 裏面もお読みください 

鶴ヶ島市 



インフルエンザ予防接種の注意事項！必ずお読みください 

 

予防接種の効果 

 インフルエンザ予防接種には感染を完全に阻止する効果はありませんが、インフルエンザの発病を一定

程度予防することや、発病後の重症化等に一定の効果があるとされています。 

 

予防接種を受ける前の注意  

予防接種を受ける方又は家族の方は、インフルエンザの予防接種の効果や副反応などについて十分理解

しましょう。気にかかることがあれば予防接種前に質問し、内容を理解できない場合は、接種を受けない

でください。また、予診票はもれなく記入して、正しい情報を接種する医師に伝えましょう。 

 

予防接種を受けることができない方 

① 発熱（通常３７.５℃以上）している方 

② 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな方 

③ 過去にインフルエンザの予防接種に含まれる成分で、アナフィラキシーを起こしたことがある方 

④ 上記以外に医師が予防接種を行うことが不適当な状態にあると判断した方 

 

かかりつけ医師と相談が必要な方 

① 心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、発育障害等の基礎疾患を有する方 

② 予防接種で接種後２日以内に発熱のみられた方及び全身性発疹等のアレルギーを疑う症状を呈したこ 

とがある方 

③ 過去にけいれんの既往のある方 

④ 過去に免疫不全の診断がなされている方及び近親者に先天性免疫不全症の方がいる方 

⑤ インフルエンザの予防接種の成分又は鶏卵、鶏肉その他の鶏由来のものに対して、アレルギーを呈す 

るおそれのある者 

⑥ 間質性肺炎、気管支喘息等の呼吸器系疾患のある方 

 

予防接種後の注意事項 

① 急な副反応※（アナフィラキシー症状）が起こることがありますので、予防接種後３０分間は、注意

しましょう。 

② 副反応の多くは２４時間以内に出現しますので、特に、この間は体調に注意しましょう。 

③ 接種当日の入浴は差し支えありませんが、接種後１時間を経過してから入浴してください。また、注

射部位を強くこすることはやめましょう。 

接種後２４時間は、大量の飲酒と激しい運動を避けましょう。 

④ 他の医療機関を受診する場合や、他の予防接種を受ける場合は、必ずインフルエンザの予防接種を受

けたことを医師、薬剤師又は看護師に伝えてください。 

【※副反応とは】 

予防接種後、まれに副反応が起こることがあります。また、予防接種と同時に、他の病気がたまたま

重なって現れることがあります。副反応の症状が現れたら、医療機関を受診してください。『アナフィ

ラキシー症状』とは通常接種後３０分以内に起こることの多い急性の全身アレルギー反応のことです。

発汗、顔が急に腫れる、全身にひどいじんましんが出る、吐き気、嘔吐、声が出にくい、息苦しいなど

の症状に続き、血圧が下がっていく激しい全身症状のことです。 

 

予防接種健康被害救済制度 

 インフルエンザの予防接種による健康被害者からの健康被害救済に関する請求について、当該予防接種

と因果関係がある旨を厚生労働大臣が認定した場合、市町村長は健康被害に対する医療費、医療手当など

の給付を行います。 

【問合先】 

鶴ヶ島市保健センター 

鶴ヶ島市大字脚折１９２２－１０ 

０４９－２７１－２７４５ 


